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沼津市における観光動向報告 
―２つのコンテンツツーリズムを中心に

南　　　健　悟

１．はじめに

（１）　本稿の目的
静岡大学「発酵とサステナブルな地域社会研究所」のメンバーは、2023年９

月１日に静岡県沼津市において昨今の沼津市における観光動向に関するヒアリ
ング調査等を行った。本稿は、同ヒアリング調査に基づく沼津市の近時の観光
動向について紹介することを目的とする。なお、言い訳になるが、本稿の筆者
は、普段は法学の研究を行っている者に過ぎず、観光学・社会学・文学・コン
テンツツーリズム等に対する研究を行ってきたわけではない。そのため、本稿
は、主として、沼津市の観光動向に関して、沼津市若山牧水記念館・沼津市芹
沢光治良記念館及び沼津市観光戦略課におけるヒアリング調査の結果の一端を
紹介する報告書に過ぎないことをお断りしておく。また、筆者の評価にわたる
部分については、先行研究等を丁寧にサーベイして導いた意見ではなく、感想
に過ぎないことも付言しておく。

（２）　ヒアリング調査の内容
今回のヒアリング調査で訪問したのは、沼津市若山牧水記念館、沼津市芹沢

光治良記念館及び沼津市役所観光戦略課である。加えて、見学としては、沼津
市内各所の若山牧水や芹沢光治良ゆかりの場所（文学碑等）やアニメ『ラブラ
イブ！サンシャイン!!』『幻日のヨハネ-SUNSHINE in the MIRROR-』のモデル
となった場所等も訪問した。沼津市役所産業振興部観光戦略課へのヒアリング
調査1においては、事前に質問項目を送付して、それに回答して頂き、さらに関
連する質問を当日に行った。
	 1	 質問項目については、「発酵とサステナブルな地域社会研究所」のメンバーが作成し、本稿の最

後に付している。
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（３）　沼津市の観光動向とコンテンツツーリズム
今回のヒアリング調査では、従来から沼津市がピックアップしていたものの

一つとして「沼津の文学」に関する観光動向と、近時、いわゆるアニメ聖地巡
礼と呼ばれる観光形態の一つとして、アニメ『ラブライブ！サンシャイン!!』

『幻日のヨハネ-SUNSHINE in the MIRROR-』関連の観光動向を中心に行った
（上記質問項目３、４、７、８参照）。ここでは、沼津市における２つのコンテ
ンツ（沼津ゆかりの文学及び『ラブライブ！サンシャイン!!』『幻日のヨハネ
-SUNSHINE in the MIRROR-』）を基軸とした観光動向を見ていくこととした。

ところで、「コンテンツ」及び「コンテンツツーリズム」という用語について
は多様な意味内容を含むものであるが2、本稿はコンテンツ及びコンテンツツー
リズムという用語に関して何らかの定見を提示するものではなく、ここでは、
ひとまず2005年に、国土交通省総合政策局＝経済産業省商務情報政策局＝文化
庁文化部により発行された「映像等コンテンツの制作・活用による地域振興の
あり方に関する調査」報告書3に定義されている「地域に関わるコンテンツ（映
画、テレビドラマ、小説、まんが、ゲームなど）を活用して、観光と関連産業
の振興を図ることを意図したツーリズム」として捉えることとする。そして、
今回は、そのコンテンツとして、「沼津における文学」と「ラブライブ！サン
シャイン!!」「幻日のヨハネ-SUNSHINE in the MIRROR」を取り上げ、沼津市
における観光動向についてコンテンツツーリズムというくくりで紹介する4。

２．「沼津の文学」に関する観光動向

（１）　概説
沼津市観光総合パンフレットによれば、沼津の文学について「風光明媚、気

	 2	 大石玄＝五十嵐大悟「日本政府による『コンテンツ』および『コンテンツツーリズム』の語の使
用とその定義に関わる経緯について―2000年代の知財立国および観光立国推進の政府内での検
討を踏まえて」富山県立大学紀要30巻（2020年）21頁～22頁参照。

	 3	 Available at https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/souhatu/h16seika/12eizou/12_3.pdf (Last access 
1/10/2024).

	 4	 もっとも、今回のヒアリング調査を行った沼津市若山牧水記念館及び沼津市芹沢光治良記念館と
の関係では、各作家の沼津市を舞台とした作品等に着目したものではなく、作家本人に着目する
点が多分に含まれており、厳密には、コンテンツツーリズムにおけるコンテンツとは外れるもの
のようにも思われる。その意味では、作家それ自体を「コンテンツ」として捉えることになるの
かもしれない。なお、文学作品にかかるコンテンツツーリズムについては、増渕敏之『物語を旅
するひとびとⅢ―コンテンツツーリズムとしての文学巡り』（彩流社、2014）参照。
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候温暖な土地柄もあって、沼津には多くの文人・墨客が訪れ、別荘を設けたり、
中には定住して文筆活動を行うなど、明治以降の沼津には芸術的、文学的な風
土が培われてきたといわれます。今でも沼津には当時からの文学碑や文学館が
数多く所在しています。」と説明されている。実際に、そこで紹介されている沼
津にゆかりのある文筆家として、若山牧水、太宰治、井上靖、芹沢光治良が紹
介されている5。また、鈴木邦彦氏は、沼津と文学とのかかわりには３つの特徴
があるという。すなわち、
「その一つは、他の伊豆の市町村と同じように、沼津が文士たちの風待ち港と

なっていることである。人生や文学に難破しかかった文士たちが、沼津という
凪いだ港にいっとき難を避け、魂を癒された。太宰治、若山牧水、渡辺白泉が
その例である。

二つめは、沼津が旅人としての文士たちを惹きつける人と自然の魅力を持っ
ていたことである。坂部武郎の献身がなかったなら太宰治の『思ひ出』は生れ
なかっただろうし、千本松原がなかったら若山牧水は沼津と永遠に無縁であっ
ただろう。

三つめは、沼津が他の伊豆の市町村と異なり、沼津出身の文学者及び沼津が
育んだと目される文学者が、質とその数において抜きんでていることである。
井上靖、芹沢光治良、明石海人、勝田香月、大岡信と挙げてみるまでもない。
これは古くからの文化と歴史を持つ沼津の誇るべきエネルギーである。」6 

このような沼津の文学を象徴するように、沼津市周辺を含めて、沼津市内に
は若山牧水記念館、芹沢光治良記念館が、そして、隣町の長泉町には井上靖文
学館という３つの文学館がある。さらに、「潮の音プロムナード」と呼ばれる散
策路には、多くの文学関連の碑も設置されており7、文学のまち沼津を印象付け
るものとなっている。今回のヒアリング調査では、若山牧水記念館及び芹沢光
治良記念館のご協力の下、それぞれの記念館について話を伺った。

（２）　沼津市若山牧水記念館
　若山牧水は、宮崎県東臼杵郡東郷村（現在の日向市）の出身で、早稲田大

学在学中に作歌、執筆活動を始め、多くの作品を残した。そもそも若山牧水と
	 5	『沼津市観光総合パンフレット』（2023年）15頁。
	 6	 鈴木邦彦『沼津文学紀行』（沼津文学祭開催実行委員会、2004年）はじめに。
	 7	 潮の音プロムナードのパンフレットによれば、散策路には、文学碑・歌碑・記念碑だけでも、井

上靖文学碑、若山牧水歌碑、明石海人歌碑、勝田香月記念碑、本居長世記念碑、芹澤光治良文学
碑が設置されている。
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沼津の関係についてであるが、若山牧水は1920年（大正９年）に、沼津の自然
を気に入って当時の沼津町郊外の楊原村上香貫地区に移住した。静かな田園地
帯であった同地区では、若山牧水は安心して仕事に打ち込むことができるよう
になったといわれている8。当時、若山牧水は、歌誌「創作」を編集していたが、
折からの物価高騰による経営の行き詰まり、酒の飲み過ぎによる痔疾の悪化、
雑務と来客の応対に追われて肝心の作歌もままならぬ状態であったため、沼津
での新生活を始めたという9。実際、雑誌「創作」大正９年６月７月合併号には
東京を離れる旨の編集後記が掲載された10。とりわけ千本松原を愛し11、日本全
国にある若山牧水の歌碑の最初のものが沼津市千本浜公園に設置されている12。
沼津での生活は若山牧水晩年の８年間ではあったが、沼津周辺の風物を歌い続
けた13。

若山牧水記念館（写真①）は、1987年（昭和62年）11月１日に開館した、歌

	 8	 大悟法利雄「沼津と牧水」『沼津市若山牧水記念館パンフレット』参照。
	 9	 前掲註６・鈴木22頁～23頁。
	 10	 前掲註６・鈴木23頁。
	 11	 若山牧水が千本松原を愛していたことにまつわるエピソードとして、大正15年の千本松原の一

部伐採計画に対して「千本松原位ゐ見事な松が揃つてまたこの位ゐの大きさ豐かさを持つた松原
は恐らく他に無いと思ふ。狩野川の川口に起つて、千本濱、片濱、原、田子の浦の海岸に沿ひ徐

（おもむろ）に彎曲しながら遠く西、富士川の川口に及んでゐる。長さにして四里に近く、幅は
百間以上の廣さを保つて續いてをる。この全體を千本松原といふは或は當らないかも知れない
が、而も寸分の斷え間なく茂り合つて續き渡つてゐるのである。而して普通いふ千本松原、即ち
沼津千本濱を中心とした邊が最もよく茂つて居る。松は多く古松、二抱へ三抱へのものが眼の及
ぶ限りみつちりと相並んで聳え立つてゐるのである。ことに珍しいのはすべて此處の松には所謂

（いはゆる）磯馴松（そなれまつ）の曲りくねつた姿態がなく、杉や欅（けやき）に見る眞直な
幹を伸ばして矗々（ちくちく）と聳えて居ることである。

	 	 　今一つ二つ松原の特色として擧げたいのは、單に松ばかりが砂の上に並んでゐる所謂白砂青松
式でないことである。白砂青松は明るくて綺麗ではあるが、見た感じが淺い、飽き易い。此處に
は聳え立つた松の下草に見ごとな雜木林が繁茂してゐるのである。下草だの雜木だのと云つても
一握りの小さな枝幹を想像してはいけない。いづれも一抱へ前後、或はそれを越えてゐるものが
ある。

	 	 　その種類がまたいろいろである。最も多いのはたぶ、犬ゆづり葉の二種類で、一は犬樟（いぬ
ぐす）とも玉樟（たまぐす）ともいふ樟科の木であり、一は本當のゆづり葉の木のやゝ葉の小さ
いものである。そして共にかゞやかしい葉を持つた常緑樹である。その他冬青木（もち）、椿、
楢（なら）、櫨（はぜ）、楝（あふち）、椋（むく）、とべら、胡頽子（ぐみ）、臭木（くさぎ）等
多く、たらなどの思ひがけないものも立ち混つてゐる。而して此等の木々の根がたには篠（さ
さ）や虎杖（いたどり）が生え、まんりやう藪柑子（やぶかうじ）が群がり、所によつては羊歯

（しだ）が密生してをる。さういふ所に入つてゆくと、もう濱の松原の感じではない。森林の中
を歩く氣持である。」という投稿を新聞にしたという（若山牧水記念館ウェブサイト<Available 
at http://web.thn.jp/bokusui/> (Last access 1/10/2024)）。

	 12	 前掲註６・鈴木19頁。
	 13	 前掲註８・大悟法利雄「沼津と牧水」。
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人若山牧水の生涯とその業績を一堂に集めた展示室のほか、ラウンジや会議室
を設置した記念館である。同記念館は、牧水顕彰の活動を行ってきた沼津牧水
会14が中心になって、商工業界・教育文化関係等各界から有志があつまり、1981
年（昭和56年）に「沼津牧水記念館建設発起人会」が結成されたことを契機に、
募金活動等によって資金調達等して、開館にこぎつけたという15。同記念館で
は、テーマ別の展示もなされており、「詩歌時代」「牧水と酒」「牧水と旅」とい
うテーマに即した若山牧水の生涯や業績が詳細に紹介されている。同記念館に
おいて話を伺った際には、作品だけではなく、若山牧水自身の人となりや、と
りわけ園田小枝子氏との恋模様等にも触れられた。若山牧水及びその歌に関す
る論稿や短歌コンクール等に関する取組み等については、開館以来発刊されて
いる「館報」に掲載されており16、若山牧水を紹介するだけではなく、より広
範な活動が行われていることが伺われる。

若山牧水に関する記念館は出生地である宮崎県日向市にも若山牧水記念文学
館として設置されており、また歌碑も大の旅好きであったことも相俟って全国
に点在している。若山牧水の足跡を辿る旅行としても魅力的なコンテンツとな
るようにも思える。また、開館以
来、多くの若山牧水作品の愛好家
が訪問しているという。若山牧水
記念館は、前述したように沼津市
がリーダーシップをとって開館し
たというよりかは、沼津市民の有
志が中心となって開館に漕ぎつけ
たボトムアップ型の取り組みであ
るようにも思われる。その点にお
いても、沼津市民の文学に対する
理解が非常に深いことが伺われた。

（２）　沼津市芹沢光治良記念館
芹沢光治良は、明治29年５月４日に現在の沼津市我入道（写真②）の網元の
	 14	 沼津牧水会については、同会のウェブサイト<Available at http://web.thn.jp/bokusui/> (Last access 

1/10/2024)も参照。
	 15	 沼津市若山牧水記念文学館『沼津市若山牧水記念館パンフレット』参照。
	 16	「館報」については、若山牧水記念館ウェブサイトから見ることができる<Available at http://web.

thn.jp/bokusui/ (Last access 1/10/2024)>。

写真①：沼津市若山牧水記念館
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子として生まれ17、県立沼津中学校（現在の沼津東高等学校）、旧制第一高等学
校（現在の東京大学）、東京帝国大学経済学部を卒業後、農商務省入省、フラン
ス留学を経て帰国後に、『ブルジョア』でデビューした作家である。代表作とし
て、『巴里に死す』『人間の運命』等を著し、人間の苦しみと悲しみを書く作家と
しての名声を高め18、川端康成の後に第５代日本ペンクラブ会長も務めた。芹
沢と沼津の関係については、随筆『わが青春』（昭和61年１月から４月に静岡新
聞連載）において幼少期のことも記されている。また、鈴木吉維氏は「我入道
という芹沢の生地であり、皇族や華族との距離はたいへん近かった。というこ
とは、日本を代表するブルジョア階層と、米もなく人身売買の行われる貧困層
とが隣り合わせになっていた土地」19であり、「『ブルジョア』でデビューした芹
沢が次に選んだ題材が『我入道』という局所的な場所であるが、その底に流れ
る精神は『ブルジョア』に描かれているグローバルな視点と同質のものである。」20

と指摘し、「芹沢文学のテーマは宗教、貧困、結核、恋愛などであるが、そのい
ずれもが沼津時代に体験されたことか、萌芽として内包され」21、芹沢文学の主
要テーマである「より幸福な自己と生活を希求していくという理想主義的な精
神が、この沼津我入道という土地によって醸成されたとみることができる」22と
述べる。また、芹沢光治良にとって沼津という土地に対する思いについて、勝
呂奏氏は、沼津市民文化センターに建てられた詩碑に刻まれた碑文「わが命果
てて／天に昇るとも／魂の故里パリ・東京に／舞いもどるたび／命の故里沼津
に飛びて／市民を守り幸を祈らん」から読み取っている23。

芹沢光治良記念館は、昭和45年（1970年）５月に、元スルガ銀行会長の岡野
喜一郎氏が財団を設立して、建設、運営されてきた。建物（写真③）は、建築
家・菊竹清訓氏の設計による鉄筋コンクリート造りの２階建てで、壁構造の小
室を４本柱のように四隅に配置した建物になっている24。芹沢光治良記念館は

	 17	 我入道の名は、竜の口の難を逃れた日蓮上人が、漁船に隠れて到着し、「我が入る道」と言った
ことに由来するといわれている。当時の我入道は貧しい漁村であったものの、芹沢家は、当地で
は比較的裕福であったことも相俟って、村人たちを救わなければならないという青年らしい正義
感もあって、芹沢光治良の父常晴は天理教に入信し、自宅を布教所にしていたという（羽鳥徹哉

『新潮日本文学アルバム　芹沢光治良』（新潮社、1995年）２頁～３頁）。
	 18	 前掲註６・鈴木29頁。
	 19	 鈴木吉維「芹沢光治良と沼津」国文学 〈解釈と鑑賞〉 62巻９号（1997年）52頁。
	 20	 前掲註19・鈴木52頁。
	 21	 前掲註19・鈴木52頁。
	 22	 前掲註19・鈴木54頁。
	 23	 勝呂奏「芹沢光治良とふるさと」国文学 〈解釈と鑑賞〉 68巻３号（2003年）60頁。
	 24	 沼津市芹沢光治良記念館『パンフレット』より。
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出身地の我入道に位置しており、すぐ目の前には駿河湾が広がっており、近く
の牛臥山の麓に位置している。記念館は、前述したように、岡野氏が設立した
財団によって建設され、運営されてきたが、平成21年（2009年）４月に旧財団
法人芹沢・井上文学館から沼津市に寄贈され、同年10月に「沼津市芹沢光治良
記念館」として開館し、その後、平成21年のリニューアルオープン以降、芹沢
光治良に関する企画展等の開催等が行われるようになったという25。芹沢光治
良記念館近くの我入道海岸には、「孤絶の碑」26や「風に鳴る碑」27があり、また、
千本浜公園から沼津御用邸記念公園にかけて若山牧水記念館及びこの芹沢光治
良記念館を通る「文学のみち」「潮の音プロムナード」を形成している28。

	 25	 前掲註24・『パンフレット』より。
	 26	 昭和45年に「風の鳴る碑」の前に防潮堤が築かれ海の眺望が遮られたことから、昭和58年に我

入道公園に設置された文学碑。碑文には「ふるさとや　孤絶のわれを　いだきあぐ　八十五翁　
光治良」と記されている（前掲註６・鈴木32頁参照）。

	 27	 昭和38年に岡野喜一郎氏、斉藤了英氏、鈴木松夫氏らの発起人により我入道海岸に設置された
文学碑。碑文には「幼かりし日　われ父母にわかれ　貧しく　この浜辺に立ちて　海の音　風の
声をききて　はるかなる　とつくにを思えり　一九六三年　芹沢光治良」と記されている（前掲
註６・鈴木32頁参照）。

	 28	 あくまで一法学者の個人的な興味関心ではあるが、今回、訪問した時期には、企画展『人間の運
命』とその時代（第２回）が開催されており、その際に、芹沢光治良が雑誌『世界』104号（1954
年）に掲載された「私の憲法観」が参考資料として配布されていた。同論稿では、学生時代に

「ミノベ教授」（おそらく美濃部達吉教授）と「ウエスギ教授」（おそらく上杉慎吉教授）の授業に
ついての当時の様子が述べられ、戦後の日本国憲法に対する芹沢光治良の評価が非常に興味深い
ものであった。

写真②：記念館からみた我入道の風 写真③：沼津市芹沢光治良記念館
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芹沢光治良記念館が当初は地元の名士である岡野喜一郎氏が設立した財団に
より建設されたということであり、行政としてではなく、地域の人々の主導に
より作られた記念館であるという点が興味深い。行政が積極的に作家本人を顕
彰し、その功績を称えて、記念館を設立するケースも珍しくはない。しかし、
芹沢光治良記念館は、上記のように、芹沢光治良及びその作品を愛したことで
作られた記念館であるとの印象を受け、地域の人々が主体的に取組みを行った
例として位置づけられるのではないだろうか。

３．『ラブライブ！サンシャイン!!』『幻日のヨハネ-SUNSHINE in the MIRROR-』
による観光動向

（１）　いわゆる「聖地巡礼」と作品の概要
2000年代以降、いわゆる「聖地巡礼」と呼ばれる観光形態が注目されるよう

になり29、特に、2016年には、同年公開の『君の名は。』（監督：新海誠）の大
ヒットと共に、その舞台を訪れる人が増え、「ユーキャン新語・流行語大賞」の
トップテンに「聖地巡礼」がノミネートされるほど30、一般化してきた。同作
品以前においても、2007年の『らき☆すた』の埼玉県北葛飾郡鷺宮町（当時）
や2012年の『ガールズ＆パンツァー』の舞台となった茨城県大洗町等が著名な

「聖地」として認識されていた。このようないわゆる「聖地巡礼」に関して、沼
津市が近年注目を浴びている。アニメ『ラブライブ！サンシャイン!!』の舞台
として沼津市が取り上げられて以降、同作品のファン（通称、ラブライバー）
が沼津市を訪れるようになったといわれている。既に、『ラブライブ！サンシャ
イン!!』の舞台となった沼津市に関する「聖地巡礼」研究も散見され31、観光動
向という観点からも重要な視点を提示している。そこで、沼津市における『ラ

	 29	 いわゆる聖地巡礼と呼ばれる観光形態については、2000年代より以前からも見られた。この点
については、大石玄「アニメ《舞台探訪》成立史・新訂版―いわゆる《聖地巡礼》の起源と紀
元」富山県立大学紀要30巻（2020年）25頁以下参照。

	 30	 岡本健「アニメツーリズムのこれまでとこれから」一般社団法人アニメツーリズム協会『アニメ
ツーリズム白書2023』（KADOKAWA、2023年）８頁。

	 31	 筆者が接することができたものだけでも、毛利康秀「『ラブライブ！サンシャイン!!』―コンテ
ンツツーリズムとファンツーリズムの交錯」岡本健編『コンテンツツーリズム研究（増補改訂
版）』（福村出版、2019年）170頁、高木今日太「アニメ作品の舞台になった地域における住民意
識の地域差―京都府宇治市と静岡県沼津市を事例に」国士舘大学地理学報告28号（2020年）43
頁、鈴木凱仁ほか「アニメによる『聖地巡礼』を目的としたファンと地域との関わり」追手門学
院大学地域創造学部紀要５巻（2020年）61頁等がある。
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ブライブ！サンシャイン!!』及び同作品の公式スピンオフ作品である『幻日の
ヨハネ-SUNSHINE in the MIRROR-』関連の観光動向について紹介する。
『ラブライブ！サンシャイン!!』32は、KADOKAWA、ランティス及びサンライ

ズ（いずれも当時）によるメディアミックスプロジェクトの一環としてのアニ
メ作品「ラブライブ！」シリーズ第２作目となる作品である。主人公の高海千
歌は、静岡県沼津市内浦にある学校をモデルとする私立浦の星女学院に通う高
校２年生であるが、ある日、幼馴染の渡辺曜と行った東京・秋葉原の大型ビジョ
ンで紹介されていたスクールアイドル（μʼs）を目の当たりにし憧れ、輝きを
見つけるため学校で仲間を集めスクールアイドル（Aqours）33を結成する。同じ
とき学校の統廃合の話がもちあがり、学校を救うためにラブライブ！に出場し
優勝を目指すというストーリーである。同作品は、生徒募集に苦しむ私立浦の
星女学院が閉校の危機に対して、Aqoursのメンバーがスクールアイドルとして
学校の知名度の向上を図ろうとするストーリーである。他方で、『幻日のヨハネ
-SUNSHINE in the MIRROR-』34は、『ラブライブ！サンシャイン!!』の公式スピ
ンオフ作品であり、現実の沼津と似ている異世界の「ヌマヅ」35を舞台にした
ファンタジーアニメである。主人公は、『ラブライブ！サンシャイン!!』の登場
人物・津島善子をモチーフにしたヨハネであり、そのヨハネがトカイで歌手と
して活躍しようとするも、夢破れてヌマヅに戻ってきて、仲間たちと一緒に成
長していく物語である。

　
（２）　沼津市における観光の現状

上記２作品の舞台として選定された沼津市における『ラブライブ！サンシャ
イン!!』及び『幻日のヨハネ-SUNSHINE in the MIRROR-』の影響に関して、
沼津市産業振興部観光戦略課観光交流係に調査項目を事前に送付してヒアリン
グ調査を行った。

そこで、まず沼津市における観光の現状について伺った。沼津市は、令和３
年３月に改定した「沼津市観光振興ビジョン」に基づき、観光スタイルの変化
	 32	 監督／酒井和男、原作／矢立肇、原案／公野櫻子、シリーズ構成／花田十輝、制作／サンライズ。
	 33	 Aqoursのメンバーは、高海千歌（CV：伊波杏樹）、桜内梨子（CV：逢田梨香子）、松浦果南

（CV：諏訪ななか）、黒澤ダイヤ（CV：小宮有紗）、渡辺曜（CV：斉藤朱夏）、津島善子（CV：
小林愛香）、国木田花丸（CV：高槻かなこ）、小原鞠莉（CV：鈴木愛奈）、黒澤ルビィ（CV：降
幡愛）の９名である。

	 34	 監督／中谷亜沙美、原作／矢立肇、原案／公野櫻子、シリーズ構成／大野俊哉、制作／サンライズ。
	 35	 例えば、第11話「ヨハネのまほう」に登場する地図を見ると、実際の沼津市の地図と類似して

いることがわかる。
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やICTの発達、インバウンドの増加などの社会の変化に適応しつつ、コロナ禍
の影響から新しい生活スタイルに合わせた誘客を進め、人々を惹きつける観光
都市づくりを目指している。沼津市の観光振興の４つの柱には、①沼津の魅力
の発進、②地域資源の創造と磨きあげ、③沼津ならではの観光の提供、④イン
バウンド施策の推進を挙げている。

令和４年度の観光交流客数は約327万人でコロナ禍前の令和元年度と比較し
て約３割の減少、宿泊客数は約76万6000人で約１割の減少となった。コロナ禍
によって観光産業に深刻な影響があったという。新型コロナ感染症対応地方創
生臨時交付金事業により、令和４年度に、インターネット予約サイトを活用し
た宿泊・レジャー割引クーポン事業や団体旅行促進補助などを実施し、沼津市
への誘客、観光産業の活性化に取り組んだとのことである。そして、令和４年
６月～９月までに実施した宿泊キャンペーンでは、宿泊客数が、前年度と比較
して約５割増加した。また、令和４年度の観光交流客数及び宿泊者数は、前年
度と比較してともに約４割増加するなど、事業の効果があったという。

（２）　「聖地巡礼」による観光等への影響
そこで、次に、観光資源としてのコンテンツや聖地巡礼の活用について伺う

と、ラブライブについては、民間事業者が中心となり、商店街におけるフラッ
グの掲出や、バス・タクシーのラッピング、特産品とのコラボレーション、地
元旅館組合によるパズルラリーの実施など、まちを挙げてのおもてなしを実現
し、多くの誘客につながったという。沼津市としては、民間の活動のサポート
として、広報紙やSNSを通じて事業者等の取組を発信し、市民の作品への応援
気運の醸成を図るとともに36、市外に向けては作品の舞台として沼津の魅力を
PRしているということである37。また、沼津というまち（地域）に作品が溶け
込むことを意識しつつ、作品や市内の盛り上がりに合わせ、沼津夏まつりへの
Aqoursの声優の出演や、ふるさと納税のノベルティの作成、Aqoursの観光PR
大使就任や、メンバーの高海千歌がナレーターを務める観光PR動画の制作38、

	 36	 先行研究においては、沼津市職員から『ラブライブ！サンシャイン!!』の舞台となったことに対
して、地域住民に対して説明が実施されていることが紹介されており（前掲註31・高木49頁）、
このような取組みの結果として、沼津市における同作品に対する認知度の向上にもつながった可
能性もある。

	 37	 沼津市の観光ポータルサイトにおいても、『ラブライブ！サンシャイン!!』に関するWebサイト
がある＜Available at https://numazukanko.jp/feature/proudnumazu-lovelivesunshine/proudnumazu-
lovelivesunshine（Last access 1/15/2024＞。
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市制100周年記念ポスターの制作など、様々なコラボレーション事業を展開し
ているとのことである。さらに、フィルムコミッションについては、担当職員
を配置するとともに、駿河湾沼津FC『ハリプロ映像協会』と連携してロケ専用
ホームページにおける作品情報の公開、ロケ情報誌やロケ地マップの発行、沼
津市にゆかりのある映画の上映会などに取り組んだほか、ロケの誘致を積極的
に進めている。なお、質問項目として、いわゆる「聖地巡礼」という観光行動
について宗教性等との関係についても触れたが、沼津市としては純粋な観光行
動と認識しているとの回答であった。この点は、既に先行研究において指摘さ
れているが、いわゆる「聖地巡礼」という表現について、「1990年代前半の《舞
台探訪》を牽引した２つの作品〔『天地無用!』『セーラームーン』―筆者註〕は
ともに〈神社〉という共通項を有していた。このような形で宗教的施設が関わっ
ていたことにより、本来的には宗教的な意味合いを有するはずの用語である《聖
地巡礼》という語を、アニメを視聴した後に作品と関連する場所へ赴く行為に
対して用いても違和感がなかったものと推察される」39とされており、宗教性等と
は切り離された用語として使われているに過ぎないことを感じ取ることができる。

ところで、コンテンツツーリズムに内包する一つの課題として「持続性」が
挙げられる40。映画やドラマのロケ地となっても一過性のブームに過ぎず、そ
の誘客の持続性が問題となることも少なくない。この点について、ヒアリング
調査では、「巡礼地としての持続性の展望や方向性」を伺ったところ、作品の魅
力はもとより、市民もファンと同じように作品を好きになり、おもてなしの心
を持ってファンを受け入れて歓迎したことにより、市内に大きな賑わいを呼び
込んだと認識しており、今後も、沼津のまちとファンの方々や作品をつなげる
存在でありたいと考えているとの回答を得た。また、コンテンツツーリズムを
契機に移住者が増えているケースがあるのか、という質問に対しては、正確な
人数を把握はしていないが、市職員の中には『ラブライブ！サンシャイン!!』
をきっかけに移住してきた者がいるとのことである41。

	 38	 沼津市×「ラブライブ！サンシャイン!!」観光プロモーション動画<Available at https://www.
youtube.com/watch?v=a0oJUjZDyIU>（Last access 2024//15）。

	 39	 前掲註29・大石30頁。
	 40	 例えば、風呂本武典「過疎地域におけるアニメ系コンテンツツーリズムの構造と課題―アニメ

『たまゆら』と竹原市を事例に」広島商船高等専門学校紀要34号（2012年）101頁以下は、アニ
メ系コンテンツツーリズムにおける持続可能性に係る課題を明瞭に示している。

	 41	 正確なデータではないが、横田祐季＝横山ゆりか「聖地巡礼を通じたアニメファンの地域愛着と
聖地移住のプロセス―『ラブライブ！サンシャイン!!』聖地静岡県沼津市の場合」日本地理学会
発表要旨集（2020年）247頁によると、2016年以降少なくとも50人以上いるという。
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以上のような影響について、より詳しい具体的なデータとして内浦地区にあ
る「三の浦総合案内所集客数」の動向についても紹介して頂いた。

このデータを見ると、『ラブライブ！サンシャイン!!』の第１期がスタートし
た平成28年７月以降の集客数の増加が顕著である。月別で見ると、平成28年度
６月の集客数が1,869人となっているのに対して、作品がスタートした翌７月に
は4,047人で、約2.2倍となっており、結果的に、平成28年度合計では約6.4倍と
急増していることがわかる。そして、さらに第２期がスタートした平成29年度

（作品のスタートは平成29年10月）では84,140人と第１期スタート前と比較して
約10倍にもなっている。コロナ禍が始まった令和２年度以降は平成31年度から
見て半減したが、それでも作品スタート以前よりも約４倍の集客数を得ており、

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
580H26年度 579 450 424 444 538 623 598 541 563499 582 6,421
583H27年度 774 550 665 656 558 606 605 558 754 1,203 1,367 8,879

H28年度 1,439 2,256 1,869 4,047 8,642 6,557 5,611 4,634 5,295 4,194 4,977 7,285 56,806
H29年度 5,087 5,942 5,031 5,960 10,241 7,846 6,913 6,261 6,955 7,111 7,581 9,212 84,140
H30年度 6,952 7,173 6,214 6,980 9,592 7,273 5,030 5,437 4,831 4,888 6,079 7,285 77,734
H31年度 5,937 5,608 5,855 5,985 6,325 5,183 3,452 4,244 4,302 5,274 4,243 5,421 61,829
R2年度 765 396 2,710 4,351 4,483 4,060 2,637 2,848 3,580 3,168 2,528 3,255 34,781
R3年度 3,028 2,920 2,247 3,549 2,828 3,100 1,984 2,155 2,144 2,124 2,645 3,712 32,436
R4年度 3,242 2,508 2,149 3,632 4,359 3,071 1,964 1,768 2,205 2,429 2,563 3,450 33,340

（出典：沼津市産業振興部観光戦略課提供資料）
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根強い人気を感じさせる。
さらに地域住民との関係については、『ラブライブ！サンシャイン!!』のファ

ン層が比較的若く、多くの若い人（ファン）が内浦地区や街中を歩いているの
を見かけるようになったことに加えて、ファンとの交流がきっかけでお年寄り
が元気になり、街に活気が生まれるようになったという。なお、先行研究にお
いても、「高齢…者の方々の口から『ラブライバー（ラブライブ関連作品ファン
の呼称）』などのいわゆる『オタク用語』を耳にする機会」42があったという記
述も見られる。他方で、いわゆる「聖地巡礼」による観光動向においては、例
えば、オーバーツーリズムの問題やファンと地域住民との関係におけるトラブ
ルがしばしば指摘される。この点に関連して、まず、地域住民や事業者との連
携・協力体制を構築する上での工夫や取り組みについては、沼津市としては特
に行っておらず、あくまで実写ドラマや映画と同様、撮影の内容を丁寧に説明
して協力をお願いしているだけということである。また、オーバーツーリズム
の問題については、現時点では特に大きな問題になっておらず、イベント開催
時に来場者数が増えるため、地元警察との連携を行っているのみであるとのこ
とだった。確かに、以前は、ファンとのトラブルも見受けられたものの、現在
では特にそのような報告は上がっておらず、最近では、地域住民やファンの中
で自浄作用がうまく働いているのではないかとのことであった。また、作品と
コラボレーションしたポスターについては転売対策として販売制を採用するな
どの対策をとっているという。なお、筆者は『幻日のヨハネ-SUNSHINE in the 
MIRROR-』についても沼津市内でポスターの掲示やコラボカフェ等を見かけた
が、取材協力という点では、既に『ラブライブ！サンシャイン!!』で撮影した
写真もあり、かつ、実際の沼津を舞台にしていないためロケハンもほぼ来てい
ないこと、また、同作品の放送をきっかけに、今までにない形式の企画の展開
については計画していないとのことであった。

そして、最後に、次の５年～10年のコンテンツツーリズムに対する戦略やビ
ジョンについて、映画、ドラマ及びアニメなどの作品において、沼津市が舞台
となり、施設や風景などが紹介されることは、沼津市の魅力を全国や世界へ発
信できるとともに、沼津市に愛着を抱くファンの獲得やシビックプライドの醸
成、ロケ地巡り等による沼津市への誘客につながるため、コンテンツツーリズ
ムは重要な取り組みであると認識していること、また、ラブライブ等の実績を

	 42	 前掲註31・高木51頁。
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踏まえ、観光ポータルや東京デスクなどの多様な媒体を活用した情報発信を強
化するとともに、民間事業者と連携を図りながら、更なる誘客と観光客の回遊
性の向上に取り組んでいくとのことであった。

（３）　『ラブライブ！サンシャイン!!』と地域における展開
『ラブライブ！サンシャイン!!』と連携したことの経緯や具体的な展開策につ

いて伺ったところ、まず経緯については以下のような回答があった。すなわち、
平成26年度中頃に製作委員会側から沼津市（特に内浦地区）を舞台にしたアニ
メを制作したいという話があり、沼津市はフィルムコミッションの一環として
この話を受けたことがきっかけであるという。現在では、基本的に民間を中心
とした『ラブライブ！サンシャイン!!』とのコラボを行っており、市はあくま
で民間との橋渡し役に徹しているとのことである。アニメ作品と他の映画等の
ロケとの異同は、実際のドラマや映画の撮影がないだけで、基本的には同じで
あるという。

また、2023年９月現在における市内の交通事業者におけるラッピングのコラ
ボレーションについては、バス12台（３社）（写真⑤参照）、タクシー19台（１
社）、鉄道車両２編成（１社）となっているとのことである。さらに、沼津市役
所市制100周年に合わせたポスターの作成（デザイン自体は制作会社）、100周
年記念イベントにおけるAqoursの声優の出演等の取組みが行われた43。また沼
津夏まつりでは、２日間で約35万人が来場し、多くのファンが来ていたという。

	 43	 100周年記念イベントでは、Aqoursが出演した１日目が7,500人、磯村勇斗さん等が出演した２
日目が12,500人の来場者となり、１日目は作品のファンが、２日目は市民の来場が多い印象で
あったとのことである。

写真④：東海バスのラッピング車両
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上記のような現状を踏まえた上で、今後の課題や改善策及び沼津市中心部や
内浦地区以外への波及効果について伺ったところ、以下のような回答が得られ
た。現在直面する課題等として、一度沼津に訪れたら終わりではなく、何度も
沼津に訪れてもらい、『ラブライブ！サンシャイン!!』のファンから沼津市のファ
ンになってもらうような取り組みを考えているという。その一環として、まち
あるきスタンプ（写真⑤）の取組みを行って
いる44。また、市内中心部や内浦地区以外へ
の波及効果について、戸田地区に関しては、
アニメ放送当初はほとんど影響がなかったと
思われるが、その後、道の駅「くるら戸田」
にまちあるきスタンプを設置したり、声優さ
んが他の番組等で戸田へ行ったりした頃から
徐々にファンが行くようになってきていると
のことである。また、『ラブライブ！サンシャ
イン!!』とは別に、『ぽんこつポン子』45や『ゆ
るキャン△』46で取り上げられたことをきっか
けに戸田地区への観光客数が増加していると
いう。

（４）　２つのコンテンツツーリズムの融合？
今回のヒアリング調査で非常に興味深い点として、沼津市芹沢光治良記念館

の方から『ラブライブ！サンシャイン!!』による影響も見られるということで
あった。Aqoursのメンバーの一人である国木田花丸というキャラクターは、読
書好きとして描かれており、その愛読書の一つとして芹沢光治良の『人間の運
命』が挙げられている。そのため、国木田花丸のファンが芹沢光治良記念館を
訪れ、実際に芹沢光治良の作品の購入者もいるということであった。従来の訪
館者とは異なる人々が、『ラブライブ！サンシャイン!!』をきっかけに訪れるよ
うになっているという。また、Aqoursの４thシングルのPVにおいて同記念館が
登場しており、２つのコンテンツの融合のような状況も生まれている（写真⑥参照）。

	 44	 まちあるきスタンプによって市内の回遊性を高めている効果があると考えられる。
	 45	 矢寺圭太『ぽんこつポン子』（小学館）。沼津市戸田地区が舞台となっている。
	 46	 あfろ原作のアニメ作品。第２期第10話～第13話において伊豆半島でのキャンプシーンが描かれ

ている。

写真⑤：まちあるきスタンプ帳
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４．その他の観光動向

今回は、コンテンツツーリズムに限らず、現在の沼津市の観光政策や観光に
おける工夫についても今回のヒアリング調査において伺った。まず、観光施策
やツーリズムにおいて、歴史、文化、環境、景観保全によるまちづくり、SDGs
の実践とのつながり（住み続けられるまちづくり）の点において、工夫されて
いることとして、沼津市は、海・山・川の豊かな自然に囲まれるとともに、富
士山の眺望をはじめとする美しい景観、みかんやお茶、あじの干物をはじめと
する食資源、各地域に点在する文化財等、多くの地域資源を有しているとし、
沼津市ならではの海の魅力を内外にアピールするSea級グルメ全国大会等の各
種イベントの開催により、にぎわい創出を図るとともに、サイクリングやフェ
ンシング、地域に根差したJリーグなど、スポーツコンテンツによる誘客を進
めているという。

また、2023年度において、静岡県と連携してガストロノミーツーリズム推進
に向けたデザインポスターの作成等に取り組んでおり、沼津市では、日本一高
い富士山と世界最大の甲殻類であるタカアシガニ、深海魚の聖地、沼津市戸田

写真⑥：芹沢光治良記念館内の『ラブライブ！サンシャイン!!』PV案内等
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地区で楽しめる深海魚料理をPRしたいと考えているとのことであった。深海魚
は足が早い食品であって地産地消せざるを得ないとのことで、それを逆に生か
して、誘客したいとの話もあった。

５．結びに代えて

筆者自身は、前述したように、コンテンツツーリズムや「聖地巡礼」「舞台探
訪」に関する研究者ではないものの、今回のヒアリング調査を踏まえた感想を
述べておきたい。従来のコンテンツツーリズム研究によると、「コンテンツホル
ダー、ファン、地元住民」の三位一体構造からなる協業が重要であると指摘さ
れてきた47。アニメ作品の舞台を「聖地」として誘客する行為は近時、全国的
に見られる48。しかしながら、これを持続可能なものにするために、また、こ
のことをきっかけに地域を知ってもらい、究極的には移住にもつなげるために
は、先行研究が明らかにしているように、ファン・コンテンツホルダー・地域
住民相互の主体的な活動を促す必要があると考えられる。このような観点から
すると、沼津市における取組みは、行政が裏方に徹しつつも、三者の橋渡し役
として適切に機能しているようにも思われる。観光客を呼びたいだけで、やりっ
ぱなしではなく、行政がコンテンツホルダー・地域住民・ファンの潤滑油とし
て機能することの重要性が垣間見えた。他方で、今回のヒアリング調査とは別
に、実際に沼津市内を歩いてみて、多くの地域住民が『ラブライブ！サンシャ
イン!!』自体のファンとなり、ファン同士の交流の場の提供や各店舗における

「推しキャラ」の設定等という取組みがなされており、行政が積極的に促進する
というよりも、主体的な活動があることで、持続可能な観光につながっている
ようにも思われる。もちろん、コンテンツツーリズムの課題として、それが永
続的なものとして行うことができるのか、という点があり、それが非常に難し
いことも理解できるが、他方で、アニメ作品をきっかけに、その地域を好きに

	 47	『らき☆すた』を例に、この点を明らかにした、山村高淑「アニメ聖地の成立とその展開に関す
る研究―アニメ作品『らき☆すた』による埼玉県鷲宮町の旅客誘致に関する一考察」国際広報メ
ディア・観光学ジャーナル７号（2008年）145頁や、内発的発展という観点から論じた風呂本武
典「コンテンツツーリズムの課題と克服」地域コンテンツ研究会編『地域×アニメ―コンテンツ
ツーリズムからの展開』（成山堂書店、2019年）234頁等に詳しい。

	 48	 筆者も、最近、静岡県内では映画『シン・エヴァンゲリオン劇場版:||』に登場する「第３村」の
モデルとなった天竜二俣駅周辺（浜松市天竜区）を訪問したことがあるし、他県ではあるが「青
春ブタ野郎シリーズ」に登場する藤沢駅周辺や峰ケ原高等学校周辺のモデルとなった江ノ島電鉄
七里ガ浜駅周辺等を訪問したことがある。
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なってもらうということが何よりも重要であるのではないかと考えた。そして、
沼津市においては、その点がうまく機能しているのではないかと思われた。

文学に関する記念館２か所について、また『ラブライブ！サンシャイン!!』
『幻日のヨハネ-SUNSHINE in the MIRROR-』についてお話を伺うと、確かに
ジャンルとしては大きく異なるが、共通項として、地域の人々が主導して、主
体的に若山牧水しかり、芹沢光治良しかり、さらには『ラブライブ！サンシャ
イン!!』等しかり、それに関連した取組みを行っているという点が挙げられる
のではないかとの印象を受けた。

最後に、今回のヒアリング調査にご協力いただいた沼津市の皆様に改めて御
礼申し上げる49。

参考資料（ヒアリング調査項目）

１　貴市における観光の現状について
①　貴市の観光動向（観光交流客数、宿泊客数の動態）について、資料とと

もにご説明ください。
②　観光に関する貴市の基本的な政策について、資料とともにご説明くださ

い。
２　コロナ禍における観光産業への影響と独自支援について

①　コロナ禍における観光産業や商業機能への影響についてご説明ください。
②　貴市の新型コロナ感染症対応地方創成臨時交付金事業において、観光戦

略課の事業がございますが、その内容について成果も含めてご説明くだ
さい。

③　コロナ後の観光動向の変化について、どの程度まで回復したのか、ご説
明ください。

３　観光資源としてのコンテンツや聖地巡礼の活用とツーリズムについて
①　貴市において、コンテンツや聖地巡礼を地域づくりやまちづくりに活か

す工夫などがございましたら、資料とともに、ご教示ください。聖地巡
礼による観光への影響について、示す資料等がございましたら、ご教示

	 49	 とりわけ、沼津市若山牧水記念館にてガイドをしてくださった大澤敏夫様、沼津市の観光動向に
ついて詳しく説明していただいた沼津市役所産業振興部観光戦略課観光交流係の甘中弘一様・井
出昇様、そして、沼津市芹沢光治良記念館にてご説明頂いた同館の剱持直樹様には大変お世話に
なった。なお、本報告書の内容における誤りはすべて筆者個人に帰するものである。
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ください。
②　聖地巡礼の人の集まりの本来の核である（現世利益、霊的救済）に代わ

る要素について、貴市ではどのように考えておられるのか、ご説明くだ
さい（作品の中に少しでも入ることができたような気持になり、身近に
感じる≒聖人図像。精神的な癒し≒霊的救済？）。

③　巡礼は、「宗教、経済、商業、飲食、娯楽、家族、愛、観光……といった
すべての要素が混ざり合っている、総合的な社会的行動」とされていま
すが、沼津の聖地巡礼はこの定義にどのように当てはめることができる
と思われますか？

④　沼津市巡礼プランの想定について。
⑤　巡礼地としての持続性の展望や方向性について、ご教示ください。

４　コンテンツツーリズムを契機に移住者が増えているケースがございますが、
貴市の現状についてご説明ください。

５　観光政策やツーリズムにおいて、歴史、文化、環境、景観保全によるまち
づくり、SDGsの実践とのつながり（住み続けられるまちづくりなど）の点
において、工夫されていることがございましたら、ご教示ください。

６　観光政策やツーリズムにおいて食文化を生かす工夫（ガストロノミーツー
リズム）、地産地消の取り組みなどがございましたら、ご説明ください。

７　『ラブライブ!サンシャイン!!』の地域における展開について
①　『ラブライブ!サンシャイン!!』との連携を始めた経緯や具体的な展開策

についてご説明ください。
②　現在、沼津市のコンテンツツーリズムの取り組みで直面している課題と

改善策や取り組みの予定はありますか？
③　戸田のように沼津市の中心部から離れた地域では、コンテンツツーリズ

ムがどのくらいの影響がありましたか？
④　沼津市制100周年記念イベントや沼津夏まつり・狩野川花火大会などの

イベントでは、ゲストとして「Aqours」のメンバーを招きましたが、声
優の参加はイベントの展開や来場者数にどのような影響がございました
でしょうか？

８　フィルムコミッションについて
①　『ラブライブ!サンシャイン!!』との取材協力を通じて、地域にどのよう

な影響がありましたか？
②　地域住民や事業者との連携・協力体制を構築する上での工夫や取り組み
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についてご教示ください。
③　現在放送している『幻日のヨハネ』〔ヒアリング当時―筆者註〕の取材協

力において『ラブライブ!サンシャイン!!』の時に比べて、何か違う点が
ありますか。

９　今後の戦略と展望について
①　『ラブライブ!サンシャイン!!』に引き続き、『幻日のヨハネ』の放送をきっ

かけに、今までない形式の規格の展開は計画していますか？
②　次の５年～10年のコンテンツツーリズムに対する戦略やビジョンを教え

ていただけますか？


